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超新星1987Aの出現の前 (左)。 後 (右 )

パと直接連絡をとれるようになったからである。

また,国際ファックスも日常的に使われ始めた。

当時,私がいた東大駒場キャンパスで も,やっと

ファックスやテレックスが計算機室に設置され
,

使えるようになったところであった (それまでは

2日 に 1回の学内便で本郷に原稿を送り, テレッ

クスを打ってもらっていた)。

超新星1987Aは 観浪1装置,通信網の両方が整っ

たところに出現 したのである。 そのおかげで私は
,

電子メールやファックスを使って,ア メリカにい

る共同研究者や,南半球の天文台 (大マゼラン雲

は南半球からでないと見えない)と 密接に連絡を

取り合 うことができた。南アフリカの天文台など
,

これまでまったくつきあいのなかったところから
,

毎日のように観測データを送ってもらうことも可

能になったのである。極東日本にいなが らにして
,

世界中からホッ トなデータを入手できるというの

は,理論屋にとってたいへんにありがたいことで

あった。

(ア ングロ。オーストラリアン天文台撮影)

超新星1987Aは ,理論の予測がかなり正確であ

ったことを証明してくれた。星の重力崩壊,ニュ

ートリノの放出,中性子星の形成,元素の合成な

どである。 これまでは起こるとも考えられていな

かったさまざまな現象が,超新星爆発のさいに起

こることも示した。私たち理論屋は,新 しいデー

タが手に入るたびに, 自分の理論に確信を持つ半

面, そのデータをどのように解釈したらよいた

頭を悩ますことになったのである。

その結果,多 くの他の分野の方々との協力が不

可欠となった。 ビッグバンほどではないものの
,

100億度での爆発的な元素合成から,1000度での

ダストの形成まで,超新星が次から次へと物質形

成のいろいろな側面を見せたからである。また
,

超新星1987Aの なかで,予想をはるかに上回る大

規模な物質の撹伴が起こったことも観測データか

ら確認された。 これまでは,球対称の星を考えて

いればよかったが, この超新星から得られたデー

タを解釈するためには, 2次元, 3次元の流体力
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